
 

 

 平成２９年度 英語教育推進プロジェクト委員会 ＜中間報告＞ 

今年度、市英語教育推進プロジェクト委員会を立ち上げ、年間６回の会議および授業研究会等を進

めてきました。平成２９年度の取組状況及び来年度以降の市英語教育推進に関する計画についてお

知らせいたします。 

 

１ 研究の概要   

下野市教育振興計画基本施策のもと、市の英語教育の目標を達成するため、英語教育推進プロジェ

クト委員会では、以下 A～Cの視点に基づき、研究を進めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ※今年度は、主に基本的な授業の流れ及びしもつけ未来学習について研究を進めました。 

 

２ 研究の具体（B 指導方法をつなぐ・そろえる）・・・基本的な授業の流れ 

   目的：小中をつなぐ指導の在り方について、外国語活動、外国語科それぞれの目標を達成するた

めの授業づくりについて先生方との共通理解を図る。 

具体：小・中別に基本的な授業の流れを作成し、授業の重点についての周知を図る。 

H30年度は、試行案をもとに、市研修（小中授業研修等）の際に、授業参観の視点として 

活用を図る。 

A【目標を共有する・つなぐ】学習到達目標の設定  

B【指導方法をつなぐ・そろえる】授業づくり 

・指導の重点、基本的な授業の流れ 

・小・中のつながりが見える授業づくり 

C【学習内容をつなぐ】年間指導計画等の見直し 

・外国語教育における移行措置内容 

・小・中のつながりが見える年間指導計画等の整備 

・しもつけ未来学習の教材整備 

 

下野市教育振興計画  

＜基本施策＞   将来を担う人づくり 

 

英語教育を含めた国際教育の推進                         

     ・グローバル化に対応した国際教育の充実  

・小中一貫・コミュニケーション能力の育成 

下野市 英語教育の目標                                   

  『国際社会で活躍できる子どもの育成』 



 

 

（案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業づくりの視点との関

連を、指導案に反映させ

ました。 

小・中別に基本的な授業

の流れを示しています。 

□は授業における確認事

項です。 

児童の活動を中心に考

えた際のポイントを示

しています。 

授業づくりの視点は、 

今後、市内共通の授業参

観の視点として位置付け

活用していく予定です。 



 

 

３ 研究の具体（C 学習内容をつなぐ）・・・しもつけ未来学習 

    目的：ふるさと下野市に誇りをもち、将来国際社会で生きる一員として、英語を通して積極

的にコミュニケーションを図ることができる児童生徒を育成する。  

具体：小中９年間を通して、ふるさと学習に関連させた学習内容を扱いながら外国語活動・

外国語科の授業を行い、下野市や自分たちの学校について英語で発信できるように

する。 

 

本市の小中一貫教育で育成する資質・能力（案） 

＜市の小中一貫英語教育で目指す子ども像＞ 

自分の考えをもち、積極的に英語でコミュニケーションを図ることができる子 

   互いの立場を尊重し、思いやりをもって人と接することができる子 

＜育てたい資質・能力＞ 

・英語を使って進んでコミュニケーションを図ることができる力：主体性 

・自分の意見をしっかりともち表現することができる力：自己決定力・判断力  

     ・思いや考えを主体的に英語で発信できる力 ：自己表現力 

・他者を尊重し、多様な価値観を受け入れることができる力：寛容 

 

＜対象学年＞ 小学校１年生～中学校３年生 

 ＜活動時間＞ 学校裁量の時間による英語活動（小１～２） 

外国語活動（小３～４） 

外国語科（小６～中３） 

  ＜評価＞   外国語活動・外国語科教育の目標に基づく 

＜教材＞   小１～中３をつなぐ冊子「しもつけ未来学習」 

         ※平成３１年度からの活用に向けて整備しています。 
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